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1　は　じ　め　に

近年，家屋が散在する散村地域では，生産・生活の両面

において非効率性や不便さなどのマイナス面が強調され，

その打開策として，一部の地域では集村化の方向も検討さ

れつつある。その際十分に考慮しなければならないことは．

散村成立の必然性である。その解明を通して散村形態を多

角的に評価し，それを農村計画に生かしていくことが重要

であろう。本研究では，典型的な散村地帯である岩手県紫

波町を取り上げ，家屋の立地条件を土地条件との関連で分

析する。

本研究に当り，紫波町役場農林課並びに同町教育委員会

のご協力に対して深く感謝する。

2　方法及び資料

（1）家屋分布状態の定量的把握

各農業集落ごとに，最短距離累積法5）によって家屋分布

状態を把握した。この方法は縮尺1万分の1の地図上で，

任意の家屋から出発して最も近い家屋を順次辿っていき，

家屋間の距離を昇順に並べて得られる累穏曲線の単回帰係

数を集散虔指数とするものである。

（2）地形分頸図及び土壌図による土地条件の把握

土地条件把握のために．土壌図として紫波町農用地土壌

図日を用いた。また，1948年撮影の空中写真の実体祝に基

づいて，徽地形に留意した地形分類図3）を作成した。

（3）古地図による近世の家屋立地に関する分析

自然立地的性格がより強く，また，現在の集落形態の原

型ができたとされる近世にさかのぼって家屋の立地条件を

検討するために．弘化3年（1846年）の古地図2）を用いた。

これには当時の水路網，土地利用及び土地所有状況が記さ

れている。

3　結果及び考察

（11家屋集散度指数による集落形態の分類

当地域における昭和53年（1978年）時点の家屋集散度

（α）を農業集落ごとに算出した。これと地図上の家屋分

布状態とを対照させて，α値による集落形態分頬を行った

（表1）。それを各農業集落について図示したのが図1であ

義l　家屋集散度指数による集落形態の分類

巨　集村　巨∃　　E∃柳寸　巨喜　散鮒

図1　各農業集落の集落形態

る。この中で，疎塊村とはいくつかの家屋が塊状をなして

散在する状態である。混在型とは散村的及び集村的性格を

合わせもった状態であり．このタイプは散村的状態の中に

線状あるいは塊状の家屋群が新たに建設された場合などに

みられる。

各集落形態の出現状況と地形分類図とを対照させると，

集村は調査地域の東寄りの地帯，すなわち．北上川沿いの

沖積低地や台地で顕著である。一一万，散村及び疎塊村（以

下，合わせて散村的集落と呼ぶ）はより西寄り（山寄り）

の－扇状地地帯に出現する傾向が認められる。

（2）散村的集落における土地条件と家屋立地場所

表2は，各農業集落に分布する土壌群のうち分布面積の

大きい順に2種類（単一の土壌群のみが分布する場合はl
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表2　集落形態別の主要土壌詳
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集　 村 ［2 3］ 0 4 8 30 9 4 43 9 17 9

混　 在 ［7］ 0 29 43 14 29 57 0 29 0

疎塊村 ［14］ 0 7 1 43 14 29 2 1 7 7 0

散　 村 ［19］ 5 84 47 16 26 16 0 5 0

表中の数字は，各農業集落ごとに抽出された主要土壌群
（分布面積上位2位ノの集落タイプ別出現頻度（％）・［］
内は各集落タイプに属する農業集落数，

種類）抽出し，集落形態別に各土壌群の山場頻度（％）を

求めたものである。これによれば，集村に比べて散村的集

落は，多湿黒ポク土，黒ポクグライ土，灰色台地十及びグ

ライ台地土の出現する頻度の高いことがわかる。これらの

土壌は排水不良の，あるいは，地下水位の高い土地で生成

されたものである。以上のことから，散村的集落は，扇状

地でかつ湿性の土地条件を有する地帯に成立していること

が指摘される。

図2は，散村的集落に分顎された旧水分村宮手付近の微

地形分枝と古地図（1846年）に記されている屋敷地を示し

たものである。これによれば，屋敷地はいずれも微高地に

［垂］屋敷地 芸芸地　Eヨ′帽

図2　宮手付近の微地形分類と弘化3年（1846年）
当時の敷地の分布

あり．しかも．その半数強は微高地の縁辺に位置すること

が注目される。これは，湿性の土地条件の下で比較的乾性

な地点を居住地として選択してきた結果と考えられる。

また，同地区における屋敷地の配置を水路網と関連させ

て古地図を判読した結果，個々の屋敷地は水路を挟んで2

つが対時することはあっても，流下方向に複数の屋敷地が

連なることは稀であり，水路に沿って互に100－200m隔て

られた位置に配置されていることが判明した。このような

屋敷地の配置は，当時，生活用水としての流水の水質浄化

を図る点できわめて合理的であったと評価し得る。

4　ま　と　め

紫波町における散村的集落形態の原型成立は，少なくと

も近世にさかのぼることが古地図によって確認された。当

時の屋敷地に関する立地分析を通して散村成立要因を検討

した結果，1）湿性の土地条件の下で居住適地は徴高地（特

に，その縁辺部）等の比較的乾性な所に限定されたこと，

2）扇状地を自然流下する水の合理的利用を意図して，各屋

敷地は水路に沿って互に離して配置されたこと，の2点が

指摘された。これらの知見は．横手盆地における散村地帯

にも共通する一）。
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